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１．水田面積と農家数の推移

○ 近年、農業者の高齢化が進行し、基幹的農業従事者数の減少が続いています。なお、国は、2040年
には基幹的農業従事者数は2020年比▲69％に減少すると試算しています。

○ 水田作付面積は長期的に減少を続けており、その中に占める主食用米の作付面積の割合も低下してい
ます。なお、国は、2040年には農地面積は2020年比▲11％に減少すると試算しています。

⇒約40年間で、
水田面積は▲60万ha（78％）
水稲作付は▲105万ha（58％）
農家戸数は▲330万戸（19％）

（出典）農水省データをもとにＪＡグループ作成。なお、販売目的の水稲の作付農
家数は1989年以前は総農家の数値であり、非公表年は前後年の中間値を
置いた。 2
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２．米の生産コスト

○ 現行の米の販売価格（流通経費控除後）水準は、生産コストを下回っており、労働費等をまかなえな
い構造となっています。

○ 大規模化の進展等により生産コストの低減は進んでいるものの限界があり、15ha以上の担い手経営
体においても、コスト割れとなっています。
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労働費がほとんど
確保できない

労働費を
割り込んでいる

注．各コストは農水省による令和2年産米の生産費調査結果
（肥料代・光熱動力費に限り農林水産省公表の農業物価
指数の令和2年5月→令和3年5月騰落率を乗じた）にも
とづき、令和3年産米の平年単収535kg/10aで換算。

注．販売価格は農水省公表の令和3年産米の相対取引価格
（全国加重平均、出回り～令和4年6月）から流通経費
2,000円（本会推定）を控除して試算。

※流通経費控除後



３．物財費の高騰
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今後も高値傾向
が続く見込み

米60kg当たりに換算すると…

2020年 2021(推計) 2022(推計) 2023(推計)

所得 729円 ▲317円 ▲525円 ▲1,481円

増減要因 ― 米価下落 物財費高騰 物財費高騰

（60kgあたり円）

卸段階での諸経費の推移

（出典）農林中金総合研究所「世界と日本の食糧安全保障を考える～ウクライナ危機長期
化を受けて～」を基に全中・全農で試算（調査対象の平均作付け面積1.95ha、
2020年産全国平均収穫量531kg/10aで換算）（出典）全国米穀販売事業共済協同組合「コメ諸経費高騰にご理解のお願い」

水田作経営（個人経営体）の農業所得の変化

○ 米の生産に係る物財費のうち、原油の市況については、ロシアによるウクライナ侵攻後は、調達不安
から急騰し、以降も高値水準で推移しています。また、肥料については、中国の内需優先政策、ロシア
等への経済制裁などにより、主要輸出国の輸出が停滞し、国際市況は上昇しています。

○ いずれも高値傾向が継続すると見込まれるため、米の生産コストはさらに増加し、生産者の経営を圧
迫することが懸念されます。

○ また、卸段階での経費（電力費、燃料費、運賃、包装容器代）も高騰しています。

（出典）農水省「農業物価指数」
なお、R4.6は全中・全農に
て平成27年基準に換算

127.2
126.8



４．直近の米の需要と供給

○ 需給緩和により令和２・３年産米の価格が大幅に下落したことを受け、生産現場では需要に応じた生
産を進め、令和３・４年産米は麦・大豆・非主食用米等への作付転換が進みました。

〇 また、コロナ禍の影響からの需要回復および小麦製品からの需要シフトにより、米の需要減少ペース
が緩やかになっています。

○ このため、米の在庫水準が減少傾向となり、需給状況が改善することから、今後、米の価格は回復し
ていく見込みです。
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（単位：万㌧）

3年6月末民間在庫量 A 218

3年産主食用米等生産量 B 701

供給量計 C=A+B 919

需要量 D 702

4年6月末民間在庫量 E=C-D 217

4年6月末民間在庫量 E 217

4年産主食用米等生産量 F 675

供給量計 G=E+F 892

需要量 H 692

5年6月末民間在庫量 I=G-H 200

基本指針
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主食用米等の需給見通し＜農林水産省＞6月末民間在庫と相対価格の推移



５．ごはんの経済性

〇 １世帯当たり年間の支出金額をみると、パン・めん類への支出金額は増加傾向にある一方で、米への
支出金額は減少傾向にあります。

〇 仮に2,000円/５kgの精米を購入した場合、茶わん１杯（精米65ｇ程度）あたりのお米の値段は約26
円程度であり、非常に経済的な食べ物と言えます。
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【米・パン・めん類の１世帯当たり年間の支出金額】 【お茶わん１杯あたりの値段（イメージ）】

出典：総務省「家計調査」をもとに作成
（注）家計収支編 二人以上の世帯の数値を使用

単位：円

注：各商品の単価は、総務省統計局「小売物価統計（2022年7月）」に基づく。

経済的！



６．米の消費拡大

○ ＪＡグループでは、「お米を食べる＝人や社会を豊かにする」ことに共感する企業・大学・行政等と
連携したプラットフォーム「おコメ 食べて 笑おう」を今秋スタート予定です。

○ また、米の効能や誤解（太る）の払拭につながる情報配信HPや各種資材も用意しております。
○ 主旨や内容をご検討いただき、プラットフォームへのご参画、情報配信へのご協力をお願いします。
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連携プラットフォーム
取り組み主旨

米消費減少と米価下落は、
農業生産基盤の衰退に留まらず、

全ての国民、
多くの地域・産業に影響します。

国民：食料安全保障
行政：地域経済・人口
交通：沿線経済・人口
観光：景観・伝統文化
運輸：上り貨物量
製造：関連商品売上
サービス：関連売上

豊かで幸せな社会のために
私たちは提言します。

「おコメ 食べて 笑おう！」
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事務局企業・参加規約等
調整・検討中

参加企業の募集は
9月開始予定

上記情報も含むお米
の魅力が満載！
NO RICE NO LIFE
ホームページ



７．食料安全保障

○ 日本の食料自給率は38％まで低下しています（令和3年度・カロリーベース）。
○ 国産米を安定的に生産・消費することにより、万が一、海外での戦乱や災害等により食糧不足が生じ
た場合でも、しっかりと供給を確保することができます。

○ また、海外からの農畜産物の輸入による温室効果ガスの発生を減らすことにより、SDGｓを達成する
ためにも国産米の消費は意義のあるものと言えます。
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国産米の消費により
食料自給率を向上！

（出典）農水省資料に一部加筆
※ JA全中作成


